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｜
教
学
入
門
｜
③ 

三
証
と
五
重
の
相
対 

 

※
次
の
文
章
は
「
三
証
」
に
つ
い
て
の
説
明
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
い
ず
れ
に
あ
た
る
か
書
き
な
さ
い
。 

 

（ 

現
証 

） 
教
義
を
実
践
し
た
結
果
が
生
命
や
生
活
、
社
会
に
ど
う
現
れ
た
か 

（ 

文
証 

） 

経
典
や
仏
典
に
基
づ
い
た
裏
付
け
が
あ
る
か 

（ 

理
証 

） 

教
義
や
主
張
が
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
か 

 

※
「
三
証
」
に
関
す
る
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

御
書
に
「
仏
法
と
申
す
は
（ 

道
理 
）
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
仏
法
は
道
理
に
外
れ
た
主
張
は
用
い 

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
「
日
蓮 

仏
法
を
こ
こ
ろ
み
る
に
（ 

道
理 

）
と
証
文
と
に
は
す
ぎ
ず
、 

又
道
理
証
文
よ
り
も
（ 

現 

）
証
に
は
す
ぎ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
仏
法
で
最
も
重
視
さ
れ
る
の
は

（ 

現 

）
証
で
す
。
そ
れ
は
現
実
の
人
間
を
救
う
た
め
に
（ 

仏
法 

）
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

 

※
次
の
文
章
は
「
五
重
の
相
対
」
に
つ
い
て
の
説
明
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
い
ず
れ
に
あ
た
る
か
書
き
な
さ
い
。 

 

（ 

大
小
相
対 

）
自
分
だ
け
の
悟
り
を
目
指
す
教
え
か 

自
他
共
の
幸
福
を
め
ざ
す
菩
薩
の
た
め
の
教
え
か 

（ 

種
脱
相
対 

）
末
法
の
衆
生
が
成
仏
で
き
な
い
、
釈
尊
が
説
い
た
法
華
経
文
上
の
本
門
か 

末
法
の
衆
生
が
成
仏
で
き
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
明
か
す
大
聖
人
の
文
底
独
一
本
門
か 

（ 

権
実
相
対 

）
二
乗
や
女
性
は
仏
に
な
れ
な
い
と
説
く
仮
り
の
教
え
か 

す
べ
て
の
人
が
成
仏
で
き
る
と
説
く
法
華
経
か 

（ 

内
外
相
対 

）
人
間
の
幸
・
不
幸
の
因
果
を
的
確
に
説
い
た
仏
教
か 

因
果
を
説
か
な
い
、
又
は
説
い
て
も
偏
っ
た
因
果
観
で
あ
る
仏
教
以
外
の
諸
宗
教
か 

（ 

本
迹
相
対 

）
始
成
正
覚
の
立
場
で
説
い
た
迹
門
（
法
華
経
前
半
１
４
品
）
か 

久
遠
実
成
の
立
場
で
説
い
た
本
門
（
法
華
経
後
半
１
４
品
）
か 

 

※
語
群
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
次
の
説
明
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
【
大
小
相
対
】【
権
実
相
対
】 

 

大
小
相
対
で
比
較
さ
れ
る
小
乗
教
は
自
分
だ
け
が
悟
る
こ
と
を
目
指
す
二
乗
（ 

声
聞
界
・
縁
覚
界 

）

の
た
め
の
教
え
で
す
。
大
乗
教
は
自
他
共
の
幸
福
を
目
指
す
（ 

菩
薩 

）
の
た
め
の
教
え
で
す
。 

自
分
の
生
命
を
否
定
（
身
を
焼
き
智
恵
を
断
滅
）
す
る
（ 

灰
身
滅
智 

）
の
考
え
で
は
な
く
、
煩
悩
に

覆
わ
れ
た
生
命
に
菩
提
の
智
慧
を
現
し
て
仏
界
の
生
命
の
確
立
を
目
指
す
（ 

煩
悩
即
菩
提 

）
の
考
え

を
説
い
て
い
ま
す
。 

 

権
実
相
対
で
は
、
大
乗
教
の
中
を
（ 

権
大
乗
教 

）
と
（ 

実
大
乗
教 

）
に
分
け
て
比
較
し
ま
す
。

後
者
は
経
典
で
い
え
ば
（ 

法
華
経 

）
の
こ
と
で
あ
り
、
前
者
は
そ
れ
を
説
く
た
め
の
仮
の
教
え
と
な

り
、
釈
尊
が
説
い
た
（ 

法
華
経 

）
以
外
の
す
べ
て
の
経
典
と
な
り
ま
す
。
こ
の
二
者
の
大
き
な
違
い

と
し
て
九
界
と
（ 

仏
界 

）
の
関
係
性
が
あ
り
ま
す
。
九
界
と
仏
界
の
間
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
の

が
（ 

権
大
乗
教 

）
で
あ
り
、
十
界
互
具
を
説
く
の
が
（ 

実
大
乗
教 

）
で
す
。
結
果
的
に
は
権
大

乗
教
で
は
（ 

二
乗 

）
や
（ 

女
人 

）、（ 

悪
人 

）
は
成
仏
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  
 

灰
身
滅
智 

 

煩
悩
即
菩
提 

 

実
大
乗
教 

 

権
大
乗
教 

 

菩
薩 

 

仏
界 

 
 

 
 

二
乗 

 

女
人 

 

悪
人 

 

法
華
経 

 

煩
悩
即
菩
提 

 

声
聞 

 

縁
覚 
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※
語
群
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
次
の
説
明
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。【
本
迹
相
対
】【
種
脱
相
対
】 

 

本
迹
相
対
で
は
、
釈
尊
の
説
い
た
（ 

法
華
経 

）
の
中
を
前
半
１
４
品
と
後
半
１
４
品
に
分
け
て
比
較

し
ま
す
。
釈
尊
は
仏
の
立
場
で
法
を
説
き
ま
す
が
、
前
半
は
仮
の
姿
、
後
半
は
真
実
の
姿
で
す
。 

そ
の
違
い
は
釈
尊
自
身
が
い
つ
仏
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
前
半
で
は
何
度
も
生
死
を
繰
り
返

し
て
長
い
修
業
を
経
て
仏
に
な
っ
た
と
す
る
（ 

始
成
正
覚 

）
の
立
場
で
し
た
が
、
後
半
で
は
は
る
か

久
遠
の
昔
、
生
命
が
誕
生
し
た
当
初
か
ら
仏
の
生
命
は
備
わ
っ
て
い
た
と
い
う
（ 

久
遠
実
成 

）
の
立

場
を
明
か
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
全
て
の
衆
生
が
今
い
る
場
所
、
姿
の
ま
ま
で
（ 

仏
界 

）
の

生
命
を
開
く
と
い
う
真
実
の
成
仏
観
、
真
の
生
命
原
則
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

第
五
の
比
較
で
あ
る
種
脱
相
対
は
日
蓮
仏
法
を
信
受
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
比
較
と
な
り
ま
す
。 

私
た
ち
末
法
の
衆
生
は
（ 

釈
尊 
）
が
説
い
た
仏
法
で
は
（ 

仏
界 

）
の
生
命
を
開
く
こ
と
が
で
き

ず
、
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
に
よ
っ
て
初
め
て
（ 

成
仏 

）
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。 

釈
尊
は
（ 

法
華
経 

）
後
半
の
１
４
品
に
お
い
て
久
遠
実
成
の
仏
の
姿
を
明
ら
か
に
し
ま
す
が
、
ど
う

や
っ
て
仏
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
「
久
遠
の
修
行
」
と
の
み
説
い
て
い
ま
す
。
大
聖
人
は
釈
尊
が
行
じ

た
修
業
と
は
何
か
を
洞
察
さ
れ
、
万
人
が
持
つ
仏
界
の
生
命
を
全
て
の
人
が
開
き
顕
す
た
め
の
根
本
法
を

明
ら
か
に
し
ま
す
。
そ
の
根
本
法
こ
そ
が
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
の
題
目
で
す
。 

長
遠
に
わ
た
り
様
々
な
説
法
を
通
じ
て
生
命
が
整
い
調
熟
し
て
き
た
釈
尊
在
世
の
衆
生
は
、「
仏
の
生
命

が
厳
然
と
存
在
す
る
」
と
の
説
法
で
過
去
に
下
種
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
仏
の
生
命
を
開
く
こ
と

が
で
き
る
衆
生
で
し
た
。 

こ
う
し
た
過
程
を
経
て
成
仏
す
る
こ
と
を
得
脱
と
い
い
、
そ
の
利
益
を
（ 

脱
益 

）
と
呼
び
ま
す
。 

時
代
が
下
っ
て
末
法
に
生
き
る
私
た
ち
衆
生
は
、
成
仏
の
根
本
法
を
信
受
し
て
こ
な
か
っ
た
衆
生
で
す
。 

万
人
が
成
仏
す
る
根
本
の
因
で
あ
る
（ 

仏
種 

）
を
直
ち
に
説
き
、
本
来
備
わ
る
永
遠
の
仏
界
の
生
命

を
直
接
に
触
発
す
る
こ
と
で
成
仏
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
末
法
の
衆
生
は
釈
尊
の
脱
益
仏
法
で
は
成
仏
で

き
ず
、
大
聖
人
の
（ 

下
種 

）
仏
法
に
よ
っ
て
初
め
て
成
仏
で
き
る
の
で
す
。 

  
 

法
華
経 

 

始
成
正
覚 

 

久
遠
実
成 

 

法
華
経 

 

南
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妙
法
蓮
華
経 

 

題
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下
種 

 
 

脱
益 
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益 

 

日
蓮
大
聖
人 

 

釈
尊 

 

脱 
 

種 
 

成
仏 

 

仏
界 

 
仏
種 

 

【
補
足
説
明
】
今
回
の
出
題
範
囲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
学
習
理
解
の
た
め
に
お
さ
え
て
お
い
て
下
さ
い
。 

※
仏
法
観
に
お
け
る
時
代
区
分
に
つ
い
て
、
語
群
か
ら
適
切
な
言
葉
を
選
ん
で
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

仏
法
観
に
お
け
る
時
代
は
大
き
く
３
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。 

第
一
の
時
代
は
（ 

正
法 

）
時
代
で
す
。
釈
尊
在
世
お
よ
び
死
後
千
年
間
を
指
し
ま
す
。
釈
尊
が
説
い

た
（ 

法
華
経 

）
二
八
品
を
聞
く
こ
と
で
（ 

仏
界 

）
の
生
命
を
開
く
衆
生
が
生
き
た
時
代
で
す
。 

第
二
の
時
代
は
（ 

像
法 

）
時
代
で
す
。
釈
尊
の
死
後
千
年
か
ら
二
千
年
の
千
年
間
が
こ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。
法
華
経
の
説
法
だ
け
で
は
成
仏
で
き
ず
理
論
的
な
理
解
を
必
要
と
す
る
衆
生
が
生
き
た
時
代
で
す
。

こ
の
時
代
に
（ 

天
台
大
師 

）
が
登
場
し
て
（ 

理
の
一
念
三
千 

）
の
法
理
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。 

第
三
の
時
代
が
私
た
ち
が
生
き
る
（ 

末
法 

）
時
代
で
す
。
よ
く
経
典
に
あ
る
第
五
の
「
五
百
歳
」 

つ
ま
り
釈
尊
滅
後
二
千
年
以
降
の
時
代
で
す
。
世
も
末
の
五
濁
悪
世
の
時
代
の
衆
生
は
（ 

法
華
経 

）

本
門
寿
量
品
の
（ 

文
底 

）
に
秘
沈
さ
れ
た
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
の
実
践
が
あ
っ
て
初
め
て

（ 

仏
界 

）
の
生
命
を
開
け
る
衆
生
な
の
で
す
。 

  
 

正
法 

 

像
法 

 

末
法 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 

法
華
経 

 

文
底 

理
の
一
念
三
千 

 
 

事
の
一
念
三
千 

 

仏
界 

 

菩
薩
界 

 

地
獄
界 

 

天
台
大
師 

 

伝
教
大
師 


